宮崎県空手道連盟　公認級位規定
この規定は､(公財)全日本空手道連盟級位規定に基づき､公認段位規定及び少年段位規定に準じて空手道の基礎的・基本的な技術の習得を奨励するため制定する｡
第1条 級位は､基本的に１級から５級までとする｡
２．加盟団体は､必要に応じ６級以下の級位を定めることができる｡
３．級位は､公認段位規定及び公認少年段位規定に定める初段の基準に依拠するものとし､空手道の基礎的・基本的な技術を習得したものに与える｡
第2条 級位は試験制とする｡
第3条 級位は､この規定に定める審査を経て､その資格を取得したものに対して全空連の所定の級位を授与する｡
第4条 級位の審査及び授与は､県空連会長が県連段位部会と加盟団体に委任して行う｡
２．１級の審査は県連段位部会が年3回実施する｡
３．２級以下の審査は上記審査会の他、加盟団体において必要に応じ実施することができる｡
４．前項の審査及び授与は､この規定によるほか､別に定めるところによる｡
第5条 級位審査は､県空連の選任した公認３級資格審査員以上１名で審査することができる｡実施加盟団体において当該資格審査員がいない場合については､当分の間､県空連会長が下記基準より級位審査員を命ずることができる｡
        ２．級位審査員は全空連資格審査員規定によらず､下記の資格を有する者から選任することができる｡但し､(2)に該当する場合にあっては､2名以上の審査員で審査しなければならない｡
　　　　　　（１）年齢を問わず､３級資格審査員以上の経験者｡
　　　　　　（２）公認3段以上で公認ｽﾎﾟｰﾂ指導員有資格者である満３０歳以上の者｡
　　　　３．上記の級位審査員を希望する者は､所定の申請用紙にて県空連事務局に申請しなければならない｡
　　　　４．いかなる理由があっても､審査員の名義貸しは認められない｡違反者の資格は取り消される｡
第6条 級位を受審しようとする者は､全空連及び県連の登録会員でなければならない｡
第7条 級位を受審しようとする者は､加盟団体を通じて､所定の申請用紙を提出しなければならない｡
　　　　２．前項の申請書は別に定める｡
第8条 級位の審査は別に定める公認級位審査要綱に基づき行う｡
第9条 受審者は､申請時に審査料１０００円を納入しなければならない｡
２．合格者は級位登録料２０００円を納入しなければならない。

３．前項の登録料については、全国統一とし全空連理事会にて決定する。

第10条 級位合格者名簿については､県連事務局にて適切に管理するものとする｡

第11条 昇級においては､待機期間は設けず､飛び級も認めることとする｡

第12条 本規定に定めるもののほか､級位の審査に関し必要な事項は理事会で定める｡
第13条 本規定は理事会の議決により変更することができる｡
付則　この規定は平成２６年４月６日より施行する｡
